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2011年 3月 11日に発生した、東北地方太平洋 地震と、それに伴う大津波は、多くの人命を奪い、
らに東京電力福島第一原子力発電所に、長時間にわたる全電源喪失をもたらした。その結果、原

使用済み燃料プールの冷却機能が失われたことにより、多くの燃料が損傷し、多量の放射性物質

中に放出され、周辺住民を始めとする多くの人々に基大な被害を与える事態となつた。地震と津波に

原子力発電所の停止と再稼働延期の影響 iま大きく、今夏は電気事業法に基づく電力使用制限令が

7年ぶりに発令された。電力の需要は、産業と人々の生活に密接に関連しており、供給電源の安全性
性について、広く国民の関心の惹くところとなつてしヽる。今回、明治大学理工学部・理工学研究科

おいて、エネルギーに関する関心と理解を深鑢 ため、 国の原子力の安全とエネルギーの将来を考えるう
ンボジウムを開催します。以下の通りご案内鶴 ますので、関心ある皆様のご`参加をお待ち申し上げます。
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◆参加費 :無料  定員 :200名
◆申込み方法 :

下記申込みフォーマットに必要事項を:主己入の上、電子メーリИこて申込み下さい。
申込み締め切り:平成 23年 11月 25日 (金 )
申込み専用アドレス :meuisss@meui.aC.jp〔 申込み以夕Hこは使用しないで下さい〕

「1専来に求められる原子力の安全とエネリレギ…を考えるシンポジウム〔平成 23年 12月 3日〕」申込み
0し氏名 (フルネームで漢字):
・ご所属、肩書き (元職も適宣 )
・し連絡先住所 :〒
・し連絡先電話番号
・メールアドレス :
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